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〓
　
景
気
の
概
念
現
賓
に
存
在
す
る
吾
々
の
国
民
経
醇
に
あ
っ
て
は
各
特
定
の
時
期
に
由
っ
て
倖
故
付
け
ら
れ
た
、
市
況
の
規
則
的
な
経
過
、
上
昇
だ
下
降
、
即
ち
景
気
ビ
呼
ぶ
現
質
的
な
事
件
経
過
が
み
ら
れ
る
。
一
定
の
リ
ズ
ム
を
持
っ
た
全
鮭
連
動
で
あ
る
。
だ
が
人
は
此
の
規
則
性
な
る
も
の
を
誇
張
し
て
ほ
な
ら
ぬ
。
「
鼻
勒
階
段
の
経
過
の
多
校
性
は
学
者
が
一
般
に
考
へ
て
ゐ
る
よ
り
迄
に
大
き
い
。
」
（
ス
ビ
ー
ト
ホ
フ
）
。
曾
て
は
十
年
を
翠
位
さ
す
る
運
動
を
認
め
待
ぺ
し
ぎ
し
た
∪
最
近
は
そ
れ
よ
り
短
期
な
波
動
ビ
ヨ
リ
長
期
な
波
動
の
存
す
る
事
、
結
局
「
質
に
経
酔
生
活
動
態
は
漁
想
よ
り
優
雅
で
あ
る
」
（
コ
ン
ド
ヲ
チ
エ
ー
フ
）
だ
わ
か
っ
て
来
た
。
又
再
費
の
規
則
性
も
過
大
戒
す
べ
か
ら
す
。
「
好
景
気
再
黍
の
大
凡
の
規
則
性
さ
へ
一
八
五
七
年
以
来
も
は
や
沿
え
て
ゐ
る
」
亡
は
ゾ
ソ
二
バ
ル
ト
の
意
見
で
あ
る
。
従
っ
て
規
則
性
ビ
し
な
い
で
規
則
的
ラ
シ
ナ
ビ
呼
ぼ
う
。
吾
々
は
純
理
経
済
撃
に
適
切
な
封
鎖
的
燈
系
に
入
ら
な
い
や
う
な
一
の
流
通
現
象
を
取
扱
は
ね
ば
な
ら
ぬ
革
質
の
市
場
運
動
で
は
事
件
帥
景
気
が
費
生
す
る
が
ゾ
ー
ザ
ィ
ン
凡
て
現
賓
な
事
件
は
国
民
経
済
の
斯
在
の
具
鮭
化
妻
因
に
依
っ
て
制
約
せ
ら
れ
る
の
で
純
理
鮭
系
に
あ
ら
意
気
ご
純
理
耀
済
尊
二
〇
九
商
業
ミ
経
涜
は
れ
得
な
レ
。
尤
も
経
験
の
中
に
奥
へ
ら
れ
た
土
井
下
降
の
現
象
が
洩
さ
子
園
民
経
済
率
的
景
気
持
決
勤
論
の
認
識
調
象
さ
な
る
わ
け
で
も
な
い
。
唯
債
格
現
象
ざ
し
て
み
る
時
始
め
て
そ
う
な
る
。
特
定
な
市
況
ぞ
の
物
さ
し
て
で
無
く
、
庚
義
の
債
格
ざ
し
て
特
定
市
況
に
つ
き
理
解
す
ぺ
き
も
の
だ
け
を
考
へ
る
の
で
あ
る
。
更
に
一
定
の
相
、
例
ば
従
来
車
濁
的
に
み
て
ゐ
た
恐
慌
が
謝
象
ぜ
な
る
の
で
な
く
、
相
の
連
続
、
一
定
の
リ
ズ
ム
を
特
徴
さ
す
る
現
買
な
事
件
経
過
を
研
究
す
，
へ
き
で
あ
る
。
然
し
相
の
連
続
の
内
に
「
法
則
的
関
連
」
ハ
ν
1
グ
エ
〉
を
仮
定
す
る
は
尽
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
た
ご
へ
右
の
関
連
が
み
ら
る
〉
に
せ
よ
景
気
ケ
全
然
一
般
的
に
確
定
せ
ん
ざ
す
る
五
口
々
の
概
念
決
定
じ
於
て
は
、
調
象
の
内
面
的
関
聯
を
云
々
す
る
判
断
を
取
入
れ
る
は
不
営
で
あ
る
。
ム
ー
の
場
令
は
現
象
の
中
に
観
察
し
得
る
も
の
、
み
ぞ
景
気
概
念
に
入
れ
得
る
だ
け
で
あ
る
。
一
公
平
に
研
究
し
た
い
吾
々
の
目
的
じ
は
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
。
精
々
の
さ
こ
ろ
、
外
面
的
構
造
に
於
け
る
相
の
連
績
は
一
定
の
規
則
的
-
フ
ジ
?
を
特
徴
ご
す
る
さ
、
一
一
一
一
口
ふ
に
止
ま
る
。
「
治
則
的
関
聯
f' 
二
一
O
の
仮
定
は
営
ら
ぬ
。
何
ん
ご
な
れ
ば
景
気
は
決
し
て
一
義
性
や
必
然
性
を
も
つ
も
の
で
無
く
、
又
時
代
拘
束
を
絶
す
る
や
う
な
賞
味
関
係
で
な
く
て
、
歴
史
的
相
治
的
じ
奥
へ
ら
れ
た
、
闘
民
経
済
本
質
の
買
陸
化
要
因
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
も
の
。
故
に
何
れ
の
時
代
に
も
あ
て
は
ま
る
景
気
論
を
構
成
す
る
は
不
可
能
で
あ
る
。
景
気
に
濁
す
る
剣
断
は
時
の
拘
束
を
受
け
て
ゐ
る
の
で
絡
調
的
な
規
則
牲
を
持
っ
た
関
連
は
無
い
。
宜
際
経
験
が
そ
れ
を
明
に
し
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
，
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
景
気
ど
は
会
館
遅
効
の
形
式
を
さ
っ
た
特
定
市
況
の
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
規
則
的
ラ
γ
キ
経
過
ご
い
u
ふ
事
じ
な
ら
う
。
戦
争
、
天
災
或
は
イ
ン
7
v
l
γ
ヲ
ン
な
ざ
に
依
っ
て
か
も
さ
れ
た
撹
乱
で
は
な
く
-
最
近
数
十
年
に
出
現
し
た
五
日
々
の
事
質
的
な
経
済
の
上
下
迩
勤
を
考
慮
す
る
の
で
あ
る
。
(ニ)
景
気
現
象
は
純
理
国
民
経
済
率
ど
矛
盾
す
る
か
。
純
理
経
済
卒
は
図
民
経
済
な
る
封
象
性
の
本
廷
を
観
察
す
る
も
の
で
あ
る
o
純
粋
斯
在
の
観
察
に
外
な
ら
ぬ
。
だ
か
ら
純
理
を
経
験
的
に
奥
へ
ら
れ
た
目
前
7 
の
現
買
に
か
け
て
安
常
如
何
?
尋
ね
る
は
誤
っ
て
ゐ
る
。
経
験
は
純
理
ご
は
異
っ
た
陸
様
を
み
せ
る
。
純
理
の
精
確
的
研
究
は
長
期
に
亙
つ
て
の
観
察
で
あ
っ
て
「
紛
然
た
る
動
態
や
事
件
の
勤
き
が
件
ふ
特
定
時
の
債
格
後
勤
」
ハ
ア
ド
ル
フ
2
1パ
1〉
を
拾
象
す
る
o
「
ご
こ
ろ
で
粧
台
的
経
済
は
数
亭
ご
異
り
、
経
験
的
科
卒
で
あ
る
か
ら
決
論
さ
現
質
ご
矛
盾
す
る
な
ら
そ
れ
を
考
慮
せ
ね
ば
な
る
ま
い
」
〈
ν
I
グ
エ
〉
滋
に
い
へ
る
矛
盾
に
就
て
は
前
編
に
於
て
論
述
し
た
。
純
理
経
済
亭
が
経
験
で
あ
っ
て
も
自
然
科
卒
が
そ
れ
で
あ
る
の
ご
同
じ
意
味
に
於
て
で
は
な
い
。
後
者
に
あ
っ
て
は
其
の
捕
捉
せ
ん
ご
す
る
も
の
は
始
め
か
ら
知
究
し
得
る
か
或
は
貨
除
で
知
、
り
得
る
が
前
者
は
だ
殺
で
な
い
。
そ
れ
は
特
種
な
経
験
的
科
卒
で
あ
っ
て
極
め
て
純
理
的
な
賞
味
を
特
徴
ざ
す
る
。
思
惟
必
然
の
認
識
手
段
に
由
っ
て
か
ら
得
た
純
理
経
済
的
学
の
認
識
は
正
蛍
で
ゐ
る
の
み
な
ら
十
亦
真
理
で
あ
る
。
此
純
理
の
判
断
に
謝
す
る
真
否
標
準
は
経
験
的
具
躍
的
事
買
に
存
せ
十
し
て
、
論
理
的
正
蛍
サ
が
標
準
ご
な
り
、
之
に
依
っ
て
制
判
断
の
其
が
保
詮
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
純
理
景
気
さ
純
凱
経
諒
卒
経
済
問
予
は
、
事
質
、
多
量
の
経
験
的
者
を
備
へ
て
ゐ
る
。
特
に
稀
少
性
さ
い
ふ
如
き
根
本
原
理
に
於
て
然
り
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
勿
論
先
天
的
な
純
粋
認
識
で
、
、
、
、
、
、
、
な
い
が
一
の
先
天
的
々
な
特
質
を
持
つ
。
こ
の
事
は
必
然
性
を
特
徴
ざ
す
る
認
識
か
ら
印
其
の
剣
断
に
は
「
殿
格
な
必
然
性
ε並
日
市
送
受
常
牲
が
本
質
的
で
あ
る
」
〈
カ
シ
ト
)
-
』
ご
か
ら
由
来
す
る
。
「
必
然
性
さ
厳
格
な
普
一
過
性
は
先
天
的
認
識
の
確
か
な
目
標
で
あ
b
雨
者
は
不
分
離
に
密
着
す
る
」
ハ
カ
シ
ト
〉
。
ま
こ
さ
ア
ヅ
プ
η
ノ
オ
η
ノ
!
な
純
粋
認
識
に
関
係
は
な
い
。
純
理
経
済
亭
は
庭
、
汎
な
経
験
的
根
披
に
立
脚
す
る
か
ら
、
此
の
校
抜
か
ら
し
て
吾
々
は
劉
象
に
適
合
す
る
賞
味
関
係
争
』
純
論
理
的
に
認
識
す
る
事
が
出
来
る
の
で
い
ち
い
ち
、
経
験
の
現
貫
性
に
す
が
b
つ
か
な
い
の
で
あ
る
o
放
に
理
論
ご
現
質
問
の
不
一
致
訟
取
立
て
て
、
現
買
の
も
つ
ア
?
の
?
?
の
生
命
之
理
論
の
潤
な
き
抽
象
企
喋
々
す
る
は
拐
、
つ
て
ゐ
る
。
純
理
経
済
的
学
の
調
象
は
前
述
す
る
如
く
協
民
経
済
の
純
粋
斯
在
で
あ
る
。
現
資
牲
に
か
け
て
の
詮
明
方
法
は
唯
経
験
的
視
質
的
研
究
に
関
し
て
の
み
許
さ
れ
る
o
此
穏
の
認
識
は
経
験
商
業
さ
経
済
的
に
行
捉
し
得
る
事
質
構
成
や
賞
味
関
係
、
知
売
し
得
る
も
の
や
経
験
的
な
る
も
の
に
就
い
て
定
4
一
目
す
る
の
で
あ
る
か
ら
現
質
ご
一
致
す
る
時
だ
げ
が
真
で
あ
る
。
確
に
五
日
々
は
今
日
現
買
に
存
在
す
る
図
民
経
済
の
存
在
関
係
、
其
定
型
的
出
現
様
式
、
事
質
的
事
件
経
過
を
捕
捉
せ
ん
さ
望
h
u
o
然
し
こ
れ
は
純
理
で
な
〈
て
、
経
験
的
事
質
的
理
論
闘
民
経
済
撃
の
範
囲
に
屈
す
る
。
此
の
後
者
に
得
た
る
智
識
を
以
て
騒
々
に
純
理
に
逆
襲
し
て
は
な
ら
な
い
。
例
へ
ば
家
内
努
働
者
の
困
窮
ケ
み
て
直
に
、
賃
銀
は
専
盤
的
に
定
め
ら
れ
る
三
な
す
如
き
不
営
な
推
論
ケ
下
す
ぺ
き
で
な
い
準
設
史
は
人
が
屡
I
此
の
穂
の
惑
に
陥
っ
た
事
例
を
示
し
て
ゐ
る
。
確
に
人
は
之
等
の
粧
台
的
惑
争
緩
和
せ
ん
ど
努
カ
す
べ
き
で
あ
り
、
確
に
経
済
本
質
の
認
識
か
ら
赴
合
政
策
に
無
関
心
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
何
ん
ご
な
れ
ば
事
貨
の
因
果
関
連
は
純
理
に
立
っ
て
眺
む
ぺ
〈
あ
ま
り
に
無
限
雑
多
で
あ
る
か
ら
、
一
舵
合
政
策
も
亦
唯
純
理
経
済
息
一
a
の
腕
賠
に
依
践
し
て
態
度
念
き
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
吾
々
は
人
間
の
精
紳
的
心
理
的
存
在
に
影
響
す
る
筒
徐
の
凡
て
の
現
質
構
成
砂
子
一
一一一
bA
』考
h
即
応
す
る
必
要
は
サ
Y
事
な
が
ら
「
道
徳
家
は
経
済
的
事
象
に
善
悪
の
剣
断
を
興
へ
る
に
先
立
ち
経
済
率
的
認
識
ヤ
持
っ
て
を
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
ハ
ア
ド
V
ブ
ウ
ヱ
1
パ
1
〉
Q
可
能
の
限
界
な
気
付
か
な
い
赴
合
政
策
は
其
方
策
ケ
施
し
て
却
っ
て
目
標
の
反
治
に
到
達
し
ゃ
う
o
経
済
科
皐
的
殺
科
の
根
本
ご
な
る
は
純
理
経
済
事
で
あ
る
o
純
理
の
濁
象
は
繰
返
し
て
言
ふ
が
、
国
民
経
済
の
斯
在
で
あ
る
。
右
は
一
知
の
疑
を
容
れ
ぬ
然
る
に
往
々
人
は
-
}
れ
に
反
諒
す
る
。
如
何
に
屡
ょ
。
人
は
純
理
認
識
ヶ
、
そ
れ
さ
一
見
矛
盾
す
る
如
き
事
寛
ケ
早
急
に
誤
解
し
て
、
排
尿
す
る
に
至
っ
た
か
。
一
見
に
か
、
る
淡
信
が
如
何
な
る
傘
敬
さ
賛
同
を
得
た
か
を
考
へ
合
せ
ば
唯
不
思
議
ご
一
玄
ふ
外
は
な
い
o
次
に
人
は
「
事
貨
の
澄
明
す
る
」
所
に
従
っ
て
財
の
稀
少
性
ケ
否
定
せ
ん
ざ
す
る
。
見
ょ
、
商
人
は
貢
行
の
少
き
を
明
っ
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
、
商
底
に
は
商
品
が
山
践
し
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
l
l印
稀
少
な
ま
さ
は
事
買
で
無
い
さ
人
は
一
式
ふ
。
高
き
賃
銀
子
支
那
へ
、
す
れ
ば
販
路
は
慌
大
す
る
だ
ら
う
、
そ
し
て
珠
想
も
出
来
ぬ
位
の
好
景
気
を
招
か
う
。
疑
ふ
も
の
は
北
米
を
み
よ
σ
「
一
品
質
が
詮
明
し
て
ゐ
る
」
ご
。
か
〈
の
如
き
皮
相
な
自
明
ケ
以
て
、
思
惟
必
然
に
よ
り
真
理
性
佐
保
設
3
れ
た
る
経
済
率
的
認
識
を
失
致
せ
し
め
得
る
さ
信
ん
じ
る
l
l賛
同
者
が
ゐ
る
。
太
陽
中
心
説
含
皮
相
な
自
明
を
以
て
反
駁
す
る
無
智
な
人
遣
に
は
、
.
否
、
地
球
が
太
陽
の
周
国
営
廻
る
の
だ
ご
、
憐
み
深
〈
垂
訓
し
た
が
る
人
士
が
、
五
日
々
の
科
卒
で
は
皮
相
の
白
明
に
賛
成
し
て
其
理
を
誤
認
せ
ん
ざ
す
る
傾
向
が
ゐ
ま
り
に
甚
し
い
。
純
理
経
済
率
は
債
格
利
子
賃
銀
な
ピ
の
本
質
性
質
所
符
相
互
間
の
丑
的
関
係
に
つ
き
説
明
訟
下
す
。
乍
然
生
成
、
事
件
の
法
則
性
に
は
全
く
鰯
れ
無
い
。
だ
か
ら
現
質
的
な
事
件
生
成
は
決
し
て
純
理
の
所
設
ご
矛
盾
す
る
筈
が
な
い
。
元
々
取
扱
は
れ
て
ゐ
な
い
の
だ
か
ら
、
凡
て
五
日
々
の
研
究
で
は
本
質
観
察
ご
定
型
的
観
察
や
事
件
観
察
さ
含
区
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
幸
に
も
経
済
率
は
銃
じ
存
在
芝
山
首
忽
の
混
入
W
J
T
仰
決
し
た
け
れ
共
、
純
理
さ
経
験
的
現
質
的
経
済
苧
ぞ
れ
ぞ
れ
の
呉
川
ノ
た
認
識
腕
越
を
今
倫
ほ
沿
治
し
、
異
質
的
な
エ
V
メ
シ
ト
ぞ
同
一
位
系
に
詰
め
込
む
。
各
調
象
に
一
週
令
せ
る
股
格
な
区
別
の
み
が
長
お
さ
純
理
脳
部
卒
よ
く
経
済
皐
の
進
歩
さ
認
識
財
産
を
保
詮
す
る
。
「
科
向
子
ざ
し
て
の
認
識
ぞ
奥
へ
ん
ご
す
る
も
の
は
先
づ
異
別
邸
そ
れ
が
他
の
何
れ
さ
も
共
通
に
せ
ゴ
る
も
の
、
ぞ
れ
が
固
有
の
も
の
な
正
し
〈
決
定
し
得
ね
ば
な
ら
ぬ
不
然
、
諸
多
の
科
亭
の
限
界
は
交
叉
し
て
、
何
れ
の
科
卒
も
其
本
性
に
従
っ
て
根
本
的
に
取
扱
ひ
待
な
〈
な
る
」
ハ
カ
シ
ト
Uo
さ
り
さ
て
此
の
二
つ
の
科
挙
が
少
し
も
相
互
に
交
渉
ぞ
持
た
ぬ
ご
す
る
の
で
は
な
い
。
反
割
に
雨
者
の
関
連
は
ざ
密
接
な
も
の
は
他
に
見
あ
た
ら
ぬ
。
経
済
じ
本
質
的
な
賞
味
を
認
識
せ
す
、
又
は
債
格
や
利
子
の
怠
味
本
質
課
題
に
就
い
て
の
智
識
を
快
い
て
は
経
験
的
理
論
経
済
率
を
始
め
る
事
は
出
来
な
い
。
現
買
の
事
件
経
過
に
於
け
る
債
格
や
利
子
を
確
然
之
理
解
す
る
谷
川
め
に
は
、
先
づ
本
質
を
知
山
ノ
て
を
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
商
経
済
亭
の
密
接
な
る
関
係
が
ア
イ
マ
イ
な
混
同
じ
股
し
、
真
理
の
把
握
が
不
可
能
ご
な
る
危
険
が
あ
る
な
ら
ば
、
雨
者
区
別
の
高
調
は
如
何
に
は
げ
し
く
さ
も
過
ぎ
る
事
は
無
い
。
(
三
)
景
気
問
題
は
経
験
的
現
質
的
理
論
経
済
的
学
の
問
題
で
あ
る
一一一一一
商
業
さ
経
済
A
、
斯
皐
の
鯨
趨
及
方
注
。
純
理
経
済
さ
の
区
別
五
口
々
は
図
民
経
済
な
る
謝
象
性
の
太
質
郎
新
在
は
唯
一
枇
合
的
心
理
的
及
技
術
的
中
介
物
に
依
っ
て
現
買
存
在
さ
な
る
を
み
た
。
経
験
的
現
質
的
研
究
は
唯
兵
限
的
な
経
済
か
ん
出
後
し
、
普
遍
的
蹴
念
構
成
に
よ
り
次
の
所
に
到
達
す
る
。
(
イ
)
現
質
的
現
象
の
基
礎
形
式
。
(
ロ
)
経
験
的
法
則
。
之
は
安
現
象
の
迩
続
並
存
に
於
け
る
規
則
性
を
意
識
せ
し
め
る
。
純
理
経
務
皐
で
は
存
花
関
係
?
完
全
に
す
て
て
「
存
在
契
機
」
に
立
脚
す
る
賞
味
関
係
に
ふ
れ
な
い
。
何
ん
さ
な
れ
ば
純
町
一
の
調
象
は
存
在
か
ら
思
惟
的
に
抽
象
し
て
得
ら
れ
た
る
純
粋
、
斯
在
又
は
本
質
に
止
ま
る
か
ら
o
反
之
経
験
的
研
究
は
本
質
を
調
象
ざ
し
な
い
。
却
っ
て
赴
合
的
者
の
世
界
の
中
に
存
在
し
つ
つ
ぞ
の
結
局
め
必
然
的
仁
社
合
率
的
じ
制
約
せ
ら
れ
た
岡
氏
経
済
で
あ
b
「
人
間
経
済
の
賓
現
象
を
捕
へ
る
」
。
ハ
メ
シ
ず
l
〉
印
存
在
関
係
に
基
づ
き
そ
れ
に
制
約
せ
ら
れ
た
る
賞
味
関
係
及
事
質
構
成
を
捕
へ
る
o
そ
れ
故
叉
絶
相
判
的
で
な
く
相
調
的
で
あ
り
時
間
的
認
識
を
奥
二
一
四
へ
る
。
所
謂
長
期
に
観
察
し
な
い
で
現
貴
闘
民
経
済
一
定
時
の
事
貫
及
事
件
ケ
研
究
す
る
。
具
般
的
な
閥
民
経
済
は
営
然
に
「
孤
立
的
経
験
性
」
〈
メ
ン
ダ
I
)
ざ
し
て
考
へ
ら
れ
な
い
。
精
紳
の
綜
合
作
用
に
よ
っ
て
な
り
立
つ
。
経
験
的
所
奥
の
現
象
連
続
が
調
象
で
あ
り
此
現
象
は
又
一
定
の
規
則
的
-
プ
ジ
サ
を
連
続
の
中
に
あ
ら
は
す
。
例
ば
景
気
現
象
の
買
味
関
係
の
如
き
。
然
し
勿
論
、
経
験
的
理
論
も
あ
り
の
ま
〉
の
現
買
を
捕
捉
す
る
の
で
無
〈
、
個
別
的
や
特
異
的
の
も
の
ケ
す
て
、
抽
象
化
し
一
般
化
す
る
じ
異
り
は
な
い
。
「
理
論
的
研
究
の
考
へ
能
ふ
限
り
現
質
的
な
傾
向
ご
雄
も
抽
象
方
注
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
(
メ
ン
Y
l
y
抽
象
な
け
ね
れ
理
論
的
科
準
は
な
い
。
目
標
も
意
味
も
な
い
教
科
が
出
来
ゃ
う
。
「
経
験
的
現
質
的
理
論
も
本
質
上
、
経
験
ケ
役
す
る
の
砂
さ
は
精
確
科
挙
の
場
合
ご
同
一
で
あ
る
。
現
買
は
一
般
性
並
日
一
過
性
定
型
性
の
内
に
な
く
て
、
個
別
性
、
唯
一
位
、
特
異
性
の
う
ち
に
存
在
す
る
。
経
験
的
な
る
さ
精
磁
的
な
る
さ
を
問
は
歩
、
理
論
た
る
限
り
凡
で
そ
れ
は
原
則
的
に
現
賢
か
ら
の
抽
象
で
あ
る
し
(
ア
モ
ン
ヨ
現
買
の
見
渡
し
得
ぎ
る
多
様
性
を
残
り
無
く
捕
捉
し
得
ぬ
は
既
に
概
念
的
思
惟
の
本
性
で
あ
ら
う
リ
歴
史
科
亭
も
等
し
〈
抽
象
化
ケ
行
ふ
J
否
大
な
る
程
度
に
於
て
普
遍
化
的
科
卒
で
あ
る
抽
象
や
一
般
化
的
概
念
に
よ
ら
十
し
て
は
経
済
史
も
成
り
た
、
ぬ
。
庭
史
科
息
?
を
個
別
化
的
科
墜
さ
み
る
η
ノ
ヅ
ケ
Y
ト
・
グ
イ
Y
Aア
Y
バ
ン
ト
等
の
方
法
論
的
科
卒
分
類
は
ペ
ヅ
へ
U
Y
か
ら
痛
く
反
駁
せ
ら
れ
た
。
η
ノ
ヅ
ケ
Y
ト
風
の
区
別
で
は
経
済
史
ご
理
論
経
済
部
一
。
さ
を
分
離
す
る
こ
ぜ
き
へ
不
可
能
ご
な
る
o
何
ん
ご
な
れ
ば
純
理
経
済
的
学
も
経
験
的
理
論
経
済
率
も
等
し
く
一
般
化
的
科
亭
で
な
り
経
済
史
も
亦
大
部
分
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
然
る
に
、
経
済
的
学
の
内
部
に
於
て
彼
の
区
別
が
案
外
重
要
現
せ
ら
れ
る
理
由
ざ
し
て
此
種
分
矧
が
先
づ
メ
シ
ガ
ー
に
依
っ
て
提
唱
3
れ
た
さ
の
考
が
行
は
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
(
y
ヅ
ケ
Y
ト
に
劃
す
る
マ
ッ
ク
ス
ク
エ
バ
!
の
関
係
も
あ
る
)
。
プ
ッ
ト
Y
は
一
吉
田
ふ
「
メ
ン
ガ
ー
は
彼
の
一
般
合
科
事
研
究
論
の
第
一
一
良
に
隠
然
さ
一
般
化
的
認
識
さ
個
別
化
的
認
識
ご
の
割
立
争
高
調
し
て
ゐ
る
。
か
〈
て
一
入
入
三
年
に
後
表
せ
ら
れ
て
か
ら
十
年
後
に
、
科
卒
的
論
理
景
気
さ
純
理
経
済
卒
上
新
傾
向
の
指
導
概
念
ご
し
て
接
頭
す
る
。
ぞ
れ
は
ま
こ
さ
に
赴
合
科
率
方
法
論
の
名
春
で
あ
っ
た
が
経
済
等
方
法
論
は
彼
の
数
へ
た
貴
重
な
道
彦
、
以
来
会
〈
見
失
っ
た
の
は
遺
憾
で
あ
る
」
さ
。
哲
皐
ご
経
済
島
一
去
の
何
れ
に
之
に
関
す
る
先
占
権
を
認
む
べ
き
や
の
問
題
は
砂
く
さ
も
正
蛍
に
解
決
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
す
る
さ
経
済
的
学
は
右
の
名
春
を
請
求
L
得
な
い
ざ
い
ふ
事
に
な
る
o
メ
y
d
N
I
に
先
立
つ
一
入
七
入
年
A
Y
ム
ズ
が
此
の
区
別
を
そ
の
著
「
歴
史
に
於
け
る
哲
率
」
で
主
張
し
た
。
然
し
つ
貴
重
な
道
」
も
今
日
は
あ
ま
り
役
立
ぬ
の
は
品
一
一
口
ふ
ま
で
も
な
し
。
経
験
的
理
論
経
済
的
学
も
抽
象
方
法
に
て
図
民
経
済
を
取
扱
ふ
。
其
調
象
は
経
験
客
煙
か
ら
得
ら
れ
た
認
識
目
的
で
あ
り
、
買
に
抽
象
的
な
貫
在
客
怯
で
あ
る
。
こ
れ
に
於
て
も
合
理
的
原
則
が
同
一
一
律
ご
な
る
の
で
其
濁
象
範
囲
は
債
格
を
以
て
始
ま
る
。
理
論
経
済
率
ざ
し
て
は
令
理
的
原
則
的
ち
「
最
小
の
費
用
で
最
大
の
殺
果
ぞ
得
ん
」
さ
の
経
済
者
の
意
慾
に
根
接
す
る
事
質
構
成
及
賞
味
関
係
を
取
扱
ふ
。
「
反
之
現
質
的
方
法
は
歴
史
的
方
、
法
さ
全
く
同
様
に
、
決
し
て
純
粋
経
済
二
一
五
商
業
さ
経
済
争
記
述
す
る
も
の
で
な
い
。
必
十
や
金
一
泣
合
的
現
象
を
描
潟
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
〈
V
ユ
パ
乙
。
図
民
経
済
本
質
は
か
く
の
如
き
も
の
さ
し
て
現
に
存
在
す
る
姿
で
は
な
い
。
一
般
合
的
者
を
通
じ
て
始
め
て
そ
う
な
る
。
其
の
限
り
加
賀
に
存
在
す
る
経
済
的
賞
味
悶
係
は
一
の
赴
舎
的
賞
味
関
係
に
外
な
ら
ぬ
o
経
験
的
研
究
は
た
さ
へ
ば
、
債
格
自
躍
を
論
じ
な
い
で
一
定
の
印
赴
合
率
的
事
買
に
依
存
せ
る
債
格
(
複
数
の
)
さ
関
係
す
る
。
利
子
に
就
い
て
も
同
様
。
唯
ジ
ユ
バ
y
が
現
買
的
方
法
は
単
に
描
認
す
る
さ
な
し
「
J
A
ン
ガ
ー
が
現
質
的
方
法
を
な
ほ
謂
は
ば
理
論
的
な
も
の
εし
て
認
め
乍
ら
、
之
?
抽
象
的
狐
立
化
方
法
ご
な
ら
ぺ
ん
ご
し
た
の
は
一
致
す
べ
か
ら
ぎ
る
を
一
致
せ
し
め
ゃ
う
ご
し
た
も
の
だ
」
さ
断
づ
る
が
之
に
服
す
る
わ
け
に
ゆ
か
ぬ
。
経
験
的
方
泌
は
草
に
記
述
に
終
始
す
る
も
の
で
な
く
て
説
明
を
も
奥
へ
る
。
メ
シ
ガ
ー
が
繰
b
返
し
高
調
し
た
や
う
に
経
験
的
現
質
的
理
論
経
済
皐
は
必
然
的
認
識
を
奥
へ
な
い
で
、
経
験
的
剣
断
、
確
言
的
剣
断
、
資
現
象
の
基
礎
形
式
、
を
扱
ふ
。
「
経
験
的
現
質
的
方
法
は
印
ち
必
然
的
に
歴
史
的
一
肱
合
的
現
質
二
一
六
の
理
解
で
あ
る
」
ご
ジ
ユ
バ
ン
が
一
一
一
回
っ
た
時
メ
シ
ガ
ー
の
児
解
密
兵
に
代
的
附
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
二
つ
の
科
皐
は
認
識
蹄
趨
を
等
し
く
せ
子
、
一
方
は
図
民
経
済
な
る
調
象
性
の
本
質
ぞ
眺
め
他
方
は
今
日
に
存
在
す
る
図
民
経
済
を
封
象
さ
す
る
。
↑
図
民
経
済
の
寅
現
象
は
定
型
的
関
係
争
示
す
も
の
で
あ
る
。
換
弓
一
目
す
れ
ば
一
定
の
現
象
形
式
の
筏
蹄
に
関
す
る
事
質
的
な
規
則
性
、
絡
調
的
精
確
で
は
な
い
M
が
並
存
芯
連
続
じ
於
け
る
事
質
的
な
規
則
性
骨
確
か
め
る
は
ー
と
の
道
理
論
的
悶
民
経
、
街
、
特
に
そ
の
現
質
的
部
門
の
仕
事
で
あ
る
。
」
〈
メ
ン
Y
I
〉
而
し
て
経
験
的
理
論
経
済
撃
は
図
民
経
済
的
斯
在
の
も
つ
心
理
的
技
術
的
批
合
率
的
存
在
率
的
の
中
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
る
且
っ
そ
れ
に
因
っ
て
制
約
せ
ら
れ
た
る
事
質
構
成
要
素
及
び
賢
味
関
係
?
研
究
す
る
。
純
理
経
済
亭
の
買
球
関
係
は
経
済
に
本
質
必
然
な
る
も
の
を
捕
捉
す
る
に
引
換
へ
他
方
は
叙
越
さ
説
明
さ
診
詐
す
事
貫
性
を
説
く
に
止
る
。
「
一
つ
の
経
、
済
的
法
則
は
そ
の
方
法
的
前
提
に
よ
っ
て
例
外
な
き
安
蛍
の
保
設
を
も
た
な
い
。
そ
れ
、
は
現
象
の
内
に
後
生
す
る
一
定
の
規
則
性
ケ
認
識
す
る
に
止
り
必
然
的
無
例
外
的
の
規
則
性
を
確
め
る
も
の
で
な
い
M
O
」
〈
メ
シ
グ
1
3
こ
れ
か
ら
容
易
に
技
術
的
心
理
的
一
肱
舎
率
的
存
在
関
係
は
何
等
か
歴
史
的
相
謝
的
な
も
の
で
あ
る
さ
の
推
論
が
出
ょ
う
。
純
理
経
済
亭
は
波
絡
的
に
他
方
は
推
論
を
も
っ
て
ゆ
く
。
演
絡
的
科
卒
芝
山
制
約
的
科
率
三
割
立
す
る
。
蹄
納
的
科
苧
は
経
験
的
に
ゆ
く
も
の
で
、
事
買
に
存
在
す
る
吾
々
の
経
済
の
経
験
的
貿
味
関
係
争
」
確
定
し
、
蹄
納
方
法
に
因
っ
て
得
た
る
個
々
の
経
験
的
知
究
剣
断
か
ら
、
一
般
的
な
命
題
へ
さ
迩
む
。
こ
の
経
験
的
知
究
は
思
純
な
る
硲
認
的
視
察
で
な
く
総
て
経
済
外
的
姿
因
か
ら
の
孤
立
を
要
求
す
る
。
こ
の
場
令
の
孤
立
は
ι
一
日ふ
ま
で
も
な
く
、
図
民
経
済
斯
在
を
現
質
的
存
在
た
ら
し
め
た
粧
台
準
的
心
理
率
的
技
術
的
要
素
か
ら
の
孤
立
を
意
味
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
経
済
の
水
質
で
は
な
い
が
一
定
の
現
質
的
存
在
の
経
済
に
附
着
し
そ
れ
に
定
型
的
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
経
験
的
研
究
も
一
の
理
論
で
あ
る
。
故
に
個
性
記
述
的
で
な
く
法
則
定
立
的
に
観
察
す
る
の
で
あ
る
。
個
別
的
な
も
の
な
放
は
十
に
定
型
的
資
球
関
係
印
ち
斯
在
の
粧
台
景
気
さ
純
理
経
部
卒
率
的
心
理
率
的
技
術
的
、
且
(
陛
化
要
因
か
ら
出
後
せ
る
運
動
ご
欣
態
。
ぜ
明
ら
か
に
す
る
o
ザ
い
か
ら
精
確
的
経
済
的
学
さ
経
験
的
経
済
的
学
ぜ
の
相
違
は
、
元
々
山
首
象
の
相
違
か
ら
出
て
く
る
o
前
者
の
瞥
象
は
そ
れ
白
睦
に
観
照
せ
ら
れ
た
る
お
象
性
の
本
質
で
あ
り
後
者
の
そ
れ
は
持
病
制
的
な
援
化
や
一
定
の
時
に
よ
っ
て
記
就
付
け
ら
れ
た
る
現
象
で
あ
る
。
か
〉
る
濁
象
の
相
症
の
み
に
メ
ン
ガ
ー
さ
共
に
抽
象
化
程
度
の
相
惑
を
看
ん
ご
す
る
人
が
あ
る
「
経
験
的
現
質
的
理
論
が
純
理
さ
区
別
す
る
は
単
に
雨
者
に
行
は
る
〉
抽
象
化
の
淀
茂
、
従
っ
て
又
現
寅
ご
理
論
ざ
の
距
離
で
も
あ
る
」
ハ
ア
も
乙
。
確
か
に
五
口
々
は
一
つ
の
図
民
経
済
な
る
経
験
濁
象
か
ら
右
二
つ
の
認
識
客
慨
を
引
出
す
も
の
で
あ
る
が
し
か
し
認
識
論
の
意
味
に
於
け
る
認
識
調
象
の
相
違
が
そ
こ
に
あ
る
。
純
理
の
蛍
象
は
純
粋
斯
在
の
中
か
ら
待
た
る
理
想
的
客
怯
で
あ
り
他
方
は
そ
れ
ぎ
反
割
に
抽
象
的
貿
在
客
憶
で
あ
る
。
「
事
質
的
存
在
含
拾
象
す
る
な
ら
ば
吾
々
は
思
惟
に
因
っ
て
理
解
せ
ら
れ
た
る
斯
在
だ
け
を
認
め
る
事
に
な
り
、
こ
の
斯
在
は
印
も
吾
人
の
思
惟
内
容
ぞ
な
す
然
る
時
は
此
所
二
一
七
商
業
さ
経
済
に
理
想
的
客
健
三
関
係
す
る
の
で
あ
る
。
安
在
的
客
陸
に
讃
廃
す
る
は
理
想
的
な
、
質
在
か
ら
抽
象
し
た
斯
在
を
一
不
す
調
象
で
あ
る
。
」
(
ぺ
Y
へ
乙
。
尤
も
ア
モ
シ
の
4
一
一
回
っ
た
現
貫
之
理
論
さ
の
距
離
な
る
考
へ
は
正
確
で
は
な
い
。
純
理
は
経
済
の
本
質
治
則
的
の
関
係
を
説
く
も
の
で
必
然
的
な
賞
味
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
は
現
貴
か
ら
距
離
あ
る
股
態
?
扱
ふ
の
で
な
く
現
質
存
在
者
の
本
質
密
捕
へ
る
の
だ
か
ら
認
識
客
位
に
そ
も
/
、
相
違
が
あ
る
。
剣
断
の
様
相
が
逮
ふ
の
だ
。
純
理
研
究
は
必
然
的
剣
断
を
、
経
験
的
研
究
は
買
然
的
剣
断
ケ
め
、
ざ
す
。
雨
者
の
認
識
蹄
越
は
会
々
別
で
あ
る
従
っ
て
精
磁
的
研
究
か
或
は
経
験
的
研
究
か
ご
の
選
一
一
一
回
は
正
蛍
で
な
い
。
雨
者
各
々
一
個
有
の
任
務
ケ
持
つ
も
の
で
そ
の
解
決
は
何
れ
さ
も
重
要
で
あ
る
。
例
へ
ば
物
理
さ
化
的
九
千
さ
は
同
一
の
物
胞
を
研
究
し
な
が
ら
そ
の
調
象
を
異
に
す
る
さ
同
様
で
あ
る
。
而
し
て
一
定
の
調
象
に
関
す
る
著
作
及
論
文
に
於
て
は
雨
研
究
方
法
の
結
果
を
賞
用
上
の
目
的
か
ら
一
絡
に
し
て
示
さ
れ
る
例
へ
ば
賃
銀
の
本
質
、
そ
の
規
定
の
み
な
ら
十
そ
れ
さ
共
に
賃
銀
形
式
も
「
賃
銀
」
な
る
二
一
入
表
題
の
下
に
設
か
れ
る
。
印
も
斯
在
要
素
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
る
賞
味
関
係
が
、
存
在
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
る
賞
味
関
係
さ
一
緒
に
し
て
逃
ぺ
ら
れ
る
。
而
し
そ
れ
は
本
来
性
質
を
具
に
す
る
認
識
な
る
こ
さ
且
っ
そ
れ
ら
剣
断
の
本
質
及
び
そ
の
安
常
範
囲
も
異
な
る
か
4
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
「
図
民
経
済
の
剣
域
に
於
て
は
理
論
的
研
究
の
精
確
方
法
さ
経
験
的
方
法
さ
の
認
識
は
合
一
せ
ら
れ
る
の
で
経
済
卒
者
は
た
い
賀
際
的
便
宜
を
の
み
考
慮
す
る
わ
け
だ
が
、
?
C
の
事
は
営
該
認
識
の
本
質
的
性
質
が
取
治
さ
れ
た
も
の
さ
な
し
能
は
ぬ
は
勿
論
で
あ
ら
う
」
(
メ
ン
γ
l
u
o
経
験
的
現
質
的
理
論
経
済
皐
は
純
理
の
認
識
ケ
か
り
て
の
み
替
ま
れ
得
る
。
経
済
の
本
質
、
そ
の
必
然
的
な
分
量
関
係
争
』
理
解
し
た
る
も
の
、
み
が
奥
へ
ら
れ
た
る
経
済
動
態
の
紛
飢
に
直
面
し
て
も
途
方
に
暮
れ
る
こ
さ
な
く
し
て
済
む
の
で
あ
る
。
こ
の
経
験
的
理
論
経
済
は
所
謂
賃
設
的
図
民
経
済
忠
一
さ
は
股
格
に
区
別
せ
ら
る
ぺ
き
で
後
者
は
経
済
的
本
質
関
連
に
就
い
て
何
等
の
智
識
な
く
し
て
奥
へ
ら
れ
た
経
験
し
得
る
も
の
且
つ
経
験
的
に
理
解
し
得
る
事
質
構
成
さ
賞
味
関
係
に
接
迩
を
求
め
る
。
経
験
的
理
論
経
済
は
放
に
、
純
理
経
済
亭
に
依
在
す
る
。
本
質
認
識
の
助
に
よ
っ
て
五
日
々
に
現
は
れ
る
事
質
問
係
を
説
明
し
理
解
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
し
ば
/
¥
t
現
貫
不
知
ご
し
て
尽
げ
ら
れ
る
が
「
静
態
」
な
け
れ
ば
経
験
に
直
面
す
る
も
手
の
つ
け
様
が
な
い
わ
け
で
あ
る
。
概
念
構
成
の
仕
方
が
純
理
ご
経
験
的
経
済
亭
さ
を
区
別
す
る
の
で
は
な
い
。
‘
雨
者
三
も
一
般
化
的
科
卒
で
あ
り
一
般
化
的
客
陸
を
研
究
す
る
か
ら
で
あ
る
o
y
ヅ
ケ
Y
ト
的
科
率
分
類
は
今
の
場
令
に
無
用
で
あ
る
。
抽
象
化
の
大
小
は
只
程
度
の
問
題
で
あ
る
か
ら
区
別
の
標
準
た
り
得
な
い
。
普
遍
的
始
以
力
含
有
す
る
標
準
を
以
っ
て
二
つ
の
部
門
佐
区
別
す
る
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
轄
じ
て
併
究
方
法
の
相
違
即
演
絡
さ
儲
納
に
色
別
標
準
を
お
く
J
乍
然
こ
れ
は
特
に
高
調
す
る
の
に
は
あ
ま
り
に
皮
相
で
あ
る
。
何
故
純
理
は
波
探
的
に
他
方
は
蹄
約
的
に
迩
め
る
か
ど
の
疑
問
が
す
ぐ
起
る
か
ら
、
二
つ
の
念
の
取
拾
選
援
が
個
人
の
勝
手
で
あ
っ
て
な
ら
ぬ
。
制
到
象
を
標
準
さ
せ
ざ
る
伝
得
な
い
の
で
あ
る
。
臭
っ
た
謝
象
は
異
っ
た
方
法
を
指
令
す
る
の
で
此
の
景
気
さ
純
理
組
抗
争
調
象
に
よ
る
区
別
が
最
も
終
局
的
さ
見
ら
れ
や
う
。
純
理
経
済
的
学
の
目
ぎ
す
は
図
民
経
済
の
本
質
、
斯
在
理
想
的
な
客
位
で
あ
る
。
又
経
験
的
現
質
的
理
論
経
済
的
苧
は
右
の
本
質
の
心
理
的
一
枇
舎
率
的
及
技
術
的
存
在
関
係
に
基
礎
す
る
現
質
的
な
賞
味
関
係
、
現
質
的
な
事
件
を
研
究
す
る
。
調
象
の
相
違
は
方
法
の
相
遣
さ
な
b
、
別
様
の
殺
科
が
求
め
ら
る
。
!
l
附
記
〈
B
及
そ
れ
以
下
の
諒
は
差
控
へ
あ
。
本
書
は
円
安
司
0
・
J1cm
乙
な
ど
が
従
来
か
ら
の
静
態
的
経
済
阜
灘
組
経
済
阜
在
不
営
に
后
げ
れ
に
封
し
、
経
験
舟
説
明
し
な
い
さ
い
ふ
た
げ
で
は
其
の
迎
由
に
な
ら
な
い
さ
L
て
純
理
の
封
象
恥
別
に
し
て
元
、
通
リ
の
首
出
品
詳
し
、
同
時
に
景
気
論
の
封
象
島
明
に
し
て
右
の
傍
に
置
く
。
ヵ
グ
セ
仰
げ
が
祉
合
経
済
阜
で
苦
い
れ
平
う
な
景
気
論
応
大
陸
方
法
的
に
正
し
い
さ
認
め
ろ
車
問
の
方
法
は
封
象
に
依
っ
て
規
定
ぜ
ら
る
さ
云
ふ
の
が
本
書
の
綱
領
で
あ
ろ
。
形
式
的
な
静
態
動
態
論
た
あ
い
ま
い
で
あ
る
さ
の
理
由
で
、
立
(
の
代
に
理
論
経
済
問
中
た
純
理
経
済
皐
さ
経
験
的
呪
質
的
理
論
経
済
阜
の
二
部
門
に
わ
か
っ
。
純
想
的
な
景
気
論
が
き
り
さ
て
不
可
能
ざ
い
ふ
わ
げ
で
な
い
却
っ
て
極
め
て
面
白
く
も
あ
ら
う
o
だ
が
そ
れ
は
吾
々
の
経
掠
り
景
気
箆
勤
在
認
識
す
ろ
の
に
何
の
役
に
も
士
、
な
い
さ
主
民
オ
ろ
。
次
に
景
気
論
り
封
象
れ
ろ
心
理
的
又
は
心
理
皐
的
要
因
さ
は
景
気
に
特
有
な
悲
観
町
民
現
存
意
味
し
、
技
術
的
さ
は
固
定
資
本
の
製
泣
に
技
術
上
必
要
な
昨
向
島
指
す
。
最
近
景
気
循
環
の
二
一
九
商
業
さ
経
涜
短
き
は
此
の
技
術
昨
問
の
短
縮
に
よ
ち
さ
み
て
ゆ
く
o
社
A
V
m一
市
英
国
さ
は
濁
立
ぜ
ろ
企
業
者
相
互
間
の
多
様
な
事
情
、
例
へ
げ
甲
企
業
者
は
乙
、
丙
の
企
業
者
誌
が
ざ
れ
だ
げ
同
定
資
本
九
投
じ
て
お
ろ
か
た
知
ら
な
い
て
い
ふ
如
告
で
あ
ろ
o
l
l著
者
の
定
見
口
一
底
之
島
理
解
出
来
ろ
げ
れ
共
純
理
経
済
卒
以
外
に
右
の
や
う
な
三
和
の
要
因
か
加
味
し
て
景
気
前
た
樹
て
』
も
.
そ
れ
等
の
要
因
存
加
味
し
大
も
の
は
景
気
論
穴
げ
で
な
く
、
格
制
嬰
劫
或
は
各
経
済
政
策
の
扱
ふ
所
運
資
韓
本
の
分
次
口
出
2
4
k
f
oロ岳
E
Sロ
教
授
者
〉
g
q号
。
問
自
5
5
E
∞円P
R
E
S
E
中
の
〉
ロ
μ
]
苛
回
目
副
主
JFJ12Eロ
m
n岳
山
三
寸
」
越
す
ろ
一
一
章
存
抄
語
解
説
ぜ
ろ
も
の
で
あ
ろ
。
説
越
の
便
宜
上
意
中
の
編
成
島
或
は
特
使
克
し
或
は
削
除
し
士
ろ
も
の
も
あ
る
o
命
誌
は
原
著
書
の
加
へ
大
ろ
も
の
』
外
に
我
図
の
事
情
さ
封
比
す
ろ
局
に
諒
者
に
が
、
て
加
へ
士
ろ
も
の
も
あ
ろ
。
事
業
の
財
政
欣
態
含
表
示
す
る
貸
借
調
照
表
は
自
ら
こ
の
部
分
に
分
か
た
れ
る
。
一
は
其
形
態
訟
絶
え
A
v
m
挺
化
す
る
資
産
並
に
短
期
負
債
に
関
す
る
部
分
に
ニ
O
も
大
部
分
そ
う
で
あ
ろ
で
す
あ
さ
若
者
の
努
力
は
、
景
気
の
悲
礎
付
さ
い
ふ
よ
リ
山
中
ろ
唯
r純
理
経
済
早
に
封
す
ろ
、
燥
A
一
山
な
景
気
卒
者
、、
の
攻
壌
に
、
白
山
田
目
に
採
ら
つ
け
て
明
い
士
て
の
み
見
ろ
ぺ
き
も
の
で
な
か
ら
う
か
。
何
ん
て
な
れ
ぽ
純
坦
経
沼
早
は
著
者
の
努
力
品
伐
つ
ま
で
も
な
く
既
に
某
礎
付
げ
ら
れ
て
ゐ
ろ
の
だ
か
ら
、
終
に
、
此
詩
文
の
拙
い
は
全
く
な
り
セ
イ
ロ
が
冗
没
の
侠
引
は
原
著
者
に
負
っ
て
貨
は
ね
ぽ
な
ら
ぬ
1
1
1〉
析
塚
原
仁
し
て
他
は
永
久
的
な
る
固
定
資
産
固
定
負
債
及
び
資
本
金
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
つ
而
し
て
前
者
会
流
動
又
は
蓮
鴇
資
本
部
分
さ
務
す
る
。
之
蓋
し
此
部
分
に
投
下
さ
れ
た
る
資
金
は
先
づ
商
品
な
る
形
態
ケ
取
り
次
じ
商
品
の
頁
却
に
よ
っ
て
受
取
勘
定
な
る
形
態
ご
滋
じ
受
取
勘
定
は
更
に
取
立
て
に
よ
っ
て
現
金
之
化
し
夏
に
之
が
再
び
商
品
に
投
下
さ
る
、
事
ざ
な
っ
て
絶
え
子
某
循
環
又
は
回
轄
を
継
続
す
る
が
放
で
あ
る
。
…
知
期
又
は
流
動
負
債
は
之
ご
甚
だ
密
接
な
る
関
係
に
